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Chikako Masudo，Tomoko Yoshii，Yoshihiro Takao，Mayumi Kato，Ayumi Takahashi， 

Masakazu Miyakawa，Naomi Yamashita，and Kiyoshi Mihara 
  

The six-year system comprising pharmacy education in Japan requires 11 weeks of training in 

both a community and a hospital pharmacy. To construct a training program that is high quality, 

it is necessary to research the factors that influence the degree of benefit for students, which 

indicates the extent of a given student’s growth resulting from the training period. We conducted 

a questionnaire survey for pharmacy students following each training on pharmacy practice over 

the course of six years. In the questionnaire, students answered questions on the degree of benefit 

of the training, its quality, and preceptor characteristics. We collected 780 questionnaires related 

to the hospital pharmacy training with a recovery ratio of 94% and 823 questionnaires related to 

the community pharmacy training with a recovery ratio of 99%. In the community pharmacy 

setting, the degree of benefit was associated with the number of opportunities to communicate 

with patients. Adequate preparedness（r = 0.5668）, eagerness（r = 0.6420）, and the friendliness 

of the preceptors（r = 0.5281） were significantly correlated with the degree of benefit. In 

conclusion, the teaching staff at the pharmacy school should cooperate with the preceptors to 

improve the training program by considering the factors revealed in this study. 
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1． 緒  言 
 

平成 18 年に臨床に係る実践的な能力を培

うことを主たる目的とする 6 年生薬学課程が

併設され, 以後, 薬剤師免許を取得するにあ

たり原則として 6 年制薬学課程を修了するこ

とが必須とされている 1）. 6年制薬学課程では, 

従来よりも充実した臨床的実践能力の獲得の

ために長期実務実習が必修化され, 平成22年

度より病院薬局と保険薬局においてそれぞれ

11 週間の実務実習が実施されている 2).  

平成 27年には新コアカリキュラム 3)が施行

され, 医療人としての薬剤師として求められ

る基本的な10の資質を設定し, その獲得を前

提とした学習成果基盤型教育に力点が置かれ

ることとなった 4). 新コアカリキュラムでは

基本的な資質を身につけるための一般目標

（GIO）を設定し, GIO を達成するための到達

目標（SBO）を明示している. 内容を『A 基

本事項』『B 薬学と社会』『C 薬学基礎』『D 衛

生薬学』『E 医療薬学』『F 薬学臨床』『G 薬

学研究』の 7 つの大項目に大別している. 特

に『F 薬学臨床』では, 今後の薬剤師業務の

進歩を想定し大幅な見直しが行われ, 他の大

項目も『F 薬学臨床』と体系的に関連付けて

教育できるように見直された 5). 平成 31 年度

には新コアカリキュラムに応じた実務実習が

予定されており, 更なる実務実習の充実が求

められている. これまでも各大学・各施設で

実務実習をより充実したものとするために

様々な試みがなされてきたとことは想像する

に難くなく, 事前実習との関連や特定の実習

内容における報告もいくつかなされている

6-8).  

学生にとって充実した質の高い実習を行う

ためには, 学生が実習を通じて如何に成長で

きたと感じたか, 即ち実習をどの程度有意義

と感じたかが重要であると考えられる. そこ

で我々は, 実務実習中にどのような経験・体

験をした学生が, 実習を有意義と感じるのか

について詳細な調査を行うべきと考え, 実務

実習終了後の学生に対してアンケート調査を

実施し, その中で学生の有意義度と相関のあ

る因子 ―実習内容のみならず, 指導薬剤師

の実習生への対応等による影響因子― を探

索した.  

 

2．方  法 
 

調査対象は平成 24 年度から平成 29 年度の

6年間に実務実習を終了した5年次の学生830

名全員とした. 調査時期は各期の実務実習終

了直後とし, 大学内にてアンケートを実施し

た. 回答は無記名とし, アンケートはマーク

シート形式とした. アンケートの大項目とし

て『実務実習の総合評価 (小項目 2）』『実習

全般と指導薬剤師の評価 (小項目 11）』『具体

的な項目に対する評価 (小項目 3）』『大学の

事前学習について (小項目 10）』とし, 更に自

由記載欄を設けた. 各小項目の設問に対し, 1 

(悪い） から 5 (良い） の 5 段階評価とした 

（図  1） . 集計結果の解析には Microsoft® 

Excel® を使用し, 有意義度とそれぞれの項

目の相関係数 r, 検定統計量, t 分布を利用し

た p 値を算定した. また, p 値については 

0.05 以下を有意差ありとした.  
 

3．結果および考察 

 
回答数は, 病院実習 780 名 (94.0 %）, 薬局

実習 823 名 (99.2 %） であった. 実務実習が

有意義だったかどうかについて 4 (やや有意

義） または 5 (有意義） と回答した学生が病
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図 1 薬局実習後のアンケート用紙 
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院実習で 686 名 (87.9 %） , 薬局実習で 699

名 (84.9 %） であり, おおよその学生が充実

した実習を行えていたと回答した (図 2). 一

方で 1 (無意味）または 2 (やや無意味） と回

答した学生は病院実習で 21 名 (2.7 %） , 薬

局実習で 32 名 (3.9 %） であり, 実習による

成長を感じられなかった学生も一定数いた

（図 2）.   

実務実習は実践的な臨床能力を培う場であ

り, 学生にとっては大学内では十分に得られ

なかった経験を積む貴重な場であるべきだと

考える. 従って, 実習を通じて成長を感じら

れないといった意見は非常に問題視すべきで

あり, 早急な改善を実施すべきである. この

問題の原因としてはいくつかの要素が考えら

れ, この後の結果にもあるように「コミュニ

ケーション回数が少なかった」「指導薬剤師を

含むスタッフとうまく人間関係を構築できな

かった」「単純な労働力として使役された」な

どといった, 学生本人が期待していたような

実習が行われなかったことが根底にあると考

えられる. これには, 施設側に問題がある場

合と学生側に問題がある場合のいずれかまた

は両方, あるいはどちらにも非がないなどの

状況が想定される. 施設側に問題（実習内容

の不充実, 施設内の雰囲気が悪い, ハラスメ

ント気味など）がある場合は 

直接あるいは調整機構を通して改善を要求す

るなどといった対策が必要である. 学生側に

問題がある場合, 学生本人のやる気や態度に

問題があることが多いが, 病院施設を選択す

る際に施設側の要素（病床数, 診療科数など）

を考えずに選択してしまうことにより思って

いた内容と違うと感じることがままあるよう

である. 特に薬局は今までエリアしか選択で

きず, 施設を選択する余地がなかったため

「もっと良い所に当たりたかった」といった

隣の芝生が青く見える状況にあるようだ. こ

れについて関東地区に限り平成 31 年度はか

ら施設を選択できるようになったため緩和す

ることが予想される. ただ, 根本的にはその

施設に当たろうとも全力で臨むべき実習なの

で, そういった意識づけをしっかりと行って

いく必要があろうかと思われる. どちらにも

非がない場合, 単純に指導薬剤師と学生のそ

りが合わないといった状況もあり, 双方の意

見や状況を大学側で聞き取りつつ落としどこ

ろを見出すなどの対策が必要である.  
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これまで本学では実習期毎にアンケートを

実施し, 総合的評価, 有意義度, コミュニケ

ーション回数などの集計を行い, 個々の項目

について, 施設や学生に改善を求めてきたが, 

その要因解析は行っていなかった. 今回初め

て過去のデータも含めての要因解析を行った

ため, 6 年分のデータをまとめて集計し報告

するかたちとなった.  

 大学内での事前実習と学外での実務実習と

の大きな違いの一つに, 模擬患者ではなく実

在の患者と多く関われるという点がある. 医

療機関を訪れる患者は個々に様々な問題を抱

えており, 非常に多様性に富んでいる. これ

らの患者とのコミュニケーションをとり, 状

況に応じた薬学的な関与を行うことは学生に

とって大きな学びになると考えられる. そこ

で, 実習期間中に実施した患者とのコミュニ

ケーション回数 (面談, 服薬指導, 副作用確

認等） を調査した (図 3).  

病院実習では回数の最頻値および中央値は

11～20 回であり 192 名 (24.6 %） であった. 

一方, 薬局実習では最頻値は 11～20 回で 144

名 (17.5 %） であったが, 中央値は 21～30

回であり, 全体的に病院実習よりも患者との

コミュニケーション回数が多い傾向にあった. 

病院実習ではコミュニケーション回数により

有意義度には差が無いように見受けられ, 一

方で薬局実習ではコミュニケーション回数が

少ない場合に有意義度が低い傾向がみられた

(図 4). このことから学生は薬局実習におい

ては患者とのコミュニケーションの機会を多

く求めており, そのことが即ち薬局実習の充
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図 3 『患者とのコミュニケーション（面談、服薬指導、副作用確認等）の機会はどの程度あり 

ましたか』に対する度数分布表 
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院実習で 686 名 (87.9 %） , 薬局実習で 699

名 (84.9 %） であり, おおよその学生が充実

した実習を行えていたと回答した (図 2). 一

方で 1 (無意味）または 2 (やや無意味） と回

答した学生は病院実習で 21 名 (2.7 %） , 薬

局実習で 32 名 (3.9 %） であり, 実習による

成長を感じられなかった学生も一定数いた

（図 2）.   

実務実習は実践的な臨床能力を培う場であ

り, 学生にとっては大学内では十分に得られ

なかった経験を積む貴重な場であるべきだと

考える. 従って, 実習を通じて成長を感じら

れないといった意見は非常に問題視すべきで

あり, 早急な改善を実施すべきである. この

問題の原因としてはいくつかの要素が考えら

れ, この後の結果にもあるように「コミュニ

ケーション回数が少なかった」「指導薬剤師を

含むスタッフとうまく人間関係を構築できな

かった」「単純な労働力として使役された」な

どといった, 学生本人が期待していたような

実習が行われなかったことが根底にあると考

えられる. これには, 施設側に問題がある場

合と学生側に問題がある場合のいずれかまた

は両方, あるいはどちらにも非がないなどの

状況が想定される. 施設側に問題（実習内容

の不充実, 施設内の雰囲気が悪い, ハラスメ

ント気味など）がある場合は 

直接あるいは調整機構を通して改善を要求す

るなどといった対策が必要である. 学生側に

問題がある場合, 学生本人のやる気や態度に

問題があることが多いが, 病院施設を選択す

る際に施設側の要素（病床数, 診療科数など）

を考えずに選択してしまうことにより思って

いた内容と違うと感じることがままあるよう

である. 特に薬局は今までエリアしか選択で

きず, 施設を選択する余地がなかったため

「もっと良い所に当たりたかった」といった

隣の芝生が青く見える状況にあるようだ. こ

れについて関東地区に限り平成 31 年度はか

ら施設を選択できるようになったため緩和す

ることが予想される. ただ, 根本的にはその

施設に当たろうとも全力で臨むべき実習なの

で, そういった意識づけをしっかりと行って

いく必要があろうかと思われる. どちらにも

非がない場合, 単純に指導薬剤師と学生のそ

りが合わないといった状況もあり, 双方の意

見や状況を大学側で聞き取りつつ落としどこ

ろを見出すなどの対策が必要である.  
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これまで本学では実習期毎にアンケートを

実施し, 総合的評価, 有意義度, コミュニケ

ーション回数などの集計を行い, 個々の項目

について, 施設や学生に改善を求めてきたが, 

その要因解析は行っていなかった. 今回初め

て過去のデータも含めての要因解析を行った

ため, 6 年分のデータをまとめて集計し報告

するかたちとなった.  

 大学内での事前実習と学外での実務実習と

の大きな違いの一つに, 模擬患者ではなく実

在の患者と多く関われるという点がある. 医

療機関を訪れる患者は個々に様々な問題を抱

えており, 非常に多様性に富んでいる. これ

らの患者とのコミュニケーションをとり, 状

況に応じた薬学的な関与を行うことは学生に

とって大きな学びになると考えられる. そこ

で, 実習期間中に実施した患者とのコミュニ

ケーション回数 (面談, 服薬指導, 副作用確

認等） を調査した (図 3).  

病院実習では回数の最頻値および中央値は

11～20 回であり 192 名 (24.6 %） であった. 

一方, 薬局実習では最頻値は 11～20 回で 144

名 (17.5 %） であったが, 中央値は 21～30

回であり, 全体的に病院実習よりも患者との

コミュニケーション回数が多い傾向にあった. 

病院実習ではコミュニケーション回数により

有意義度には差が無いように見受けられ, 一

方で薬局実習ではコミュニケーション回数が

少ない場合に有意義度が低い傾向がみられた

(図 4). このことから学生は薬局実習におい

ては患者とのコミュニケーションの機会を多

く求めており, そのことが即ち薬局実習の充
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実に繋がると考えていることがうかがえる. 

一般に, 薬局実習においては調剤業務や投薬

業務に携わる時間が長く, 学生としては患者

との充実したコミュニケーションを期待して

いる傾向にある.  

一方で病院実習においては薬局実習と異な

り, チーム医療への参画等による医療従事者

間のコミュニケーション, 抗がん剤調製, DI

業務といった病院に特有の業務などを行って

いる時間が長くあり, 患者とのコミュニケー

ション以外の部分で有意義と感じることが多

い, あるいは少ない回数であってもカルテか

らの詳細な情報や他の医療従事者による見解

を見聞きしたり, 患者と深く関わったりする

ことで充実した実習に繋がっているのではと

考えられた. また, 薬の処方が限定的な整形

外科や皮膚科などの患者に対し頻回に服薬指

導しても, 学生の満足度が得られるとは考え

にくい. 現に薬局実習では 200 回を超えるコ

ミュニケーションを行った場合は有意義度の

低下がみられた. このことからも, 回数もさ

ることながら 1 回の充実度も重要であると考

えられる.  

 しかし, 施設によっては患者の来局者数や

疾患の状態, 指導薬剤師の多忙, 学生本人の

資質や学習の進捗状況など様々な理由から学

生が患者とコミュニケーションをとることが

難しいといった現状も少なからず存在する. 

そのような場合, 実習期間中に患者とのコミ

ュニケーションを十分にとることができず, 

学生の不満につながるケースもしばしば認め

られている. 実務実習の更なる充実にはこの

課題の解決は不可欠であり, 実務実習にかか

わる全ての関係者の更なる努力が必要である. 

大学側としては送り出す時点で学生に十分な

準備をさせておくことが重要であり, 学内実 
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図 7 指導薬剤師への質問のしやすさと有意義度の関係 
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習や一人一人の習熟度の確認などを十分に行

う必要があると考えられる. 一方で, 施設側

は学生にとって良い環境を整えておく必要が

ある. 多忙のため放置状態にならないような

環境づくり（スタッフ数の確保やルーチンに

ならない課題の設定）, 患者数や疾患数が少

ないのであれば系列店や地域の薬剤師会など

と連携して多施設での実習を行うなどといっ

た内容の充実が考えられる.  

 患者とのコミュニケーション回数の他に実

務実習の有意義度と相関のある項目として, 

指導薬剤師の準備状況, 熱心さ, 質問のしや

すさがあった. 各項目の相関係数は『指導薬

剤師がよく準備していたか』については病院

実習・薬局実習ともに r = 0.5668 (図 5), 『指

導薬剤師は熱心だったか』については病院実

習では r = 0.6026, 薬局実習では r = 0.6420 

(図 6), 『指導薬剤師に質問しやすかったか』

については病院実習で r = 0.4647, 薬局実習

では r = 0.5281 (図 7) であり, いずれの項目

も有意な相関を示し (p < 0.0001）, 特に薬局

実習での相関係数は病院実習以上であった. 

一般に, 薬局実習は施設内で接するスタッフ

数が病院実習と比べて少なく, 相対的に指導

薬剤師と接している時間が長いケースが多い. 

そのため, 指導薬剤師の熱心さ, 質問しやす

い雰囲気, 実習に対する手際の良さなどが学

生により強く伝わり, その結果実習に対する

有意義度に影響を与えていると考えられた.  

 また, 『単なる労働力として待遇されまし

たか』の設問に対して, 1（労働だった）また

は 2（やや労働だった）と回答した学生は, 病

院実習で 90 名 (11.54 %), 薬局実習で 122 名 

(14.82 %) であった. この項目と有意義度の

相関係数は病院実習で r = 0.4791, 薬局実習

で r = 0.5026 であり, いずれも有意な相関を

示した (p < 0.0001) (図 8). アンケート後の

聞き取り調査や自由記載欄の内容も参考にす

ると, 学生にとって単純作業と感じる業務の

繰り返しになってしまうと, 自身の成長を上

手く感じられないためか, 有意義と思えなか

ったのではないか.  

 また, 本論文では平成 24 年度から平成 29

年度のデータを取りまとめた結果を示したが, 

実務実習への対応に各施設が慣れてくるなど

の理由により問題が改善されている可能性が

ある. そこで, 直近の平成 29 年度のみのデー

タで同様の解析を行った. 実務実習の有意義

度は, 病院実習と薬局実習ともに, 3-普通と

4-やや有意義の割合が少し高く, 5-有意義が

少し低かったことから, 平成29年度に改善傾

向は認められなかった. また, 有意義度と相

関のあった項目もおなじであり, 相関係数の

値については病院実習ではわずかに低く, 薬

局実習ではわずかに高い結果であった.  

ただ, 実際の業務とは単純な繰り返しでは

なく, 一見同じにみえる業務の中にもわずか

な差異が生じている. 患者背景は患者の数だ

け存在し, 仮に全く同一の処方内容であって

も処方医がそこに至るまでの過程に大きな違

いがあることも多い. そのような違いに気が

付くことなく, 学生が漫然と業務をおこなっ

てしまい, それによって有意義と感じなかっ

た可能性も大いにある. そのような食い違い

を解消するためにも, 指導する側からも日々

の業務の積み重ねの重要性をしっかりと伝え

ることが重要と考えられる.  

 

学生にとって実務実習中の体験はその後の

勉強意欲や進路を左右する大きな経験であり, 

その場で出会った薬剤師をはじめとした医療

従事者による影響は大きい. 今回の調査では, 

実習中の患者とのコミュニケーションの頻度

及び指導薬剤師の実習生への対応（準備, 熱

7877

図 7　指導薬剤師への質問のしやすさと有意義度の関係

図 8　単なる労働力として待遇されたかと有意義度の関係
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図 7 指導薬剤師への質問のしやすさと有意義度の関係 
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図 8 単なる労働力として待遇されたかと有意義度の関係 
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心さ, 質問のしやすさ）が学生の有意義度に

大きく影響することが明らかとなった. 大学

としてはこうした情報を実習施設に伝え, 対

応策を議論するなど連携を取っていくことで, 

学生の成長を促す充実した実務実習に貢献し

たいと考えている.  
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北海道在住保険薬局薬剤師の在宅業務への意識および意欲に影響する要因の変化 

―2013 年および 2016 年の比較― 
 

 

柳本 ひとみ 1*，梅田 純代 2，古田 精一 1，黒澤 菜穂子 2 

 

Change in Factors Affecting Awareness and Motivation of Community Pharmacists in Hokkaido 
toward Home Medical Care—A Comparison between 2013 and 2016 

 

Hitomi Yanaguimoto1*，Sumiyo Umeda2，Seiichi Furuta1，Nahoko Kurosawa2  
  

A survey of community pharmacists in Hokkaido was conducted in 2013 and 2016. The same set of 
questions was asked and the study aimed to investigate and analyze the changes that occurred in the levels 
of awareness and motivation among community pharmacists over the three intervening years with regard 
to the circumstances and factors pertaining to home medical care. The survey also sought to ascertain the 
needs of pharmacists for postgraduate education. The results of this study were intended to be utilized to 
popularize home medical care.  

Moreover, even the younger generation in the 2016 group understood the necessity of home medical care 
services and displayed a cooperative attitude toward the survey. There was also a significant distinction 
exhibited in the 2016 group with regard to the actual status of the facility, system, knowledge, and skills. 
The answers to survey items such as “The number of pharmacists is adequate to provide home medical care 
services” and “The system is in place to accommodate patients 24 hours a day” were significantly different 
between 2013 and 2016. The responses indicate that environment preparation at pharmacies for the 
provision of home medical care services is progressing and pharmacists have a better understanding of the 
same. A clear demand was observed regarding dispensing fees, management fees, and guidance fees. In 
addition, the outcomes obtained from the section pertaining to the awareness of the necessity for 
postgraduate education showed a slight increase in the proportion of respondents desiring “e-learning via 
the internet,” “workshops with other disciplines,” and “support for the pharmacist association in the area.” 
These findings from 2016 revealed the expectations of the respondents for area-based educational support. 

Utilizing this information will help popularize and expand home medical care in Hokkaido as an essential 
offering extended by regular pharmacies. 
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